
令和３年度
第 33回  福工機友会総会
日　　時 　令和３年10月16日（土）18時30分 開催
会　　場 　福岡サンパレス ホテル & ホール
当番幹事 　平成２年卒
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令
和
三
年
度
（
第
三
十
三
回
）　

令
和
三
年（
２
０
２
１
年
）度

顧　
　

問　
　

岸
原　

隆
一
（
昭
和
四
十
三
年
卒
）
元
機
友
会
会
長

顧　
　

問　
　

五
十
嵐　

実
（
昭
和
四
十
三
年
卒
）
工
友
会
顧
問　

元
工
友
会
副
会
長

顧　
　

問　
　

安
永　

正
隆
（
昭
和
四
十
三
年
卒
）
元
工
友
会
理
事

顧　
　

問　
　

西
村　

龍
二
（
昭
和
四
十
六
年
卒
）
工
友
会
会
長　
　

元
機
友
会
会
長 

室　
　

長　
　

峯　

富
佐
夫
（
昭
和
四
十
六
年
卒
）
元
工
友
会
理
事　

前
機
友
会
会
長

相
談
役　
　

鹿
島　

康
弘
（
昭
和
四
十
六
年
卒
）
元
機
友
会
副
会
長　

前
会
計
監
査

会　
　

長　
　

和
田　

宜
久
（
昭
和
六
十
二
年
卒
）
工
友
会
理
事

副
会
長　
　

梅
田　

公
平
（
平
成
元
年
卒
）　　

  

工
友
会
理
事

会　
　

計　
　

山
本　

幸
徳
（
昭
和
六
十
三
年
卒
）
工
友
会
評
議
員

会
計
監
査　
　

南
里　

敏
光
（
昭
和
四
十
六
年
卒
）
前
機
友
会
会
計

会
計
監
査　
　

浦　
　

泰
二
（
平
成
二
十
年
卒
）　  

工
友
会
評
議
員

事
務
局
長　
　

吉
出　

光
一
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）
機
友
会
事
務
局
長

青
年
部
長　
　

下
原
口
貴
広
（
平
成
十
六
年
卒
）　  

工
友
会
評
議
員

役　
　

員　
　

吉
村　

正
信
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

　
　
　
　
　
　

川
上　

博
幸
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

政
人
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）
工
友
会
評
議
員

　
　
　
　
　
　

高
木　

和
昭
（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

　
　
　
　
　
　

星
山　
　

晋
（
平
成
元
年
卒
）　　

  

工
友
会
評
議
員

　
　
　
　
　
　

手
塚　

秀
作
（
平
成
七
年
卒
）　　

  

工
友
会
副
会
長　

前
機
友
会
副
会
長

当
番
幹
事

　

幹
事
長　

木
下　

徹
也
（
平
成
二
年
卒
）

　

副
幹
事
長　

梅
田　

公
平
（
平
成
元
年
卒
）

第
一
部

一
、
開
会
の
こ
と
ば

二
、
当
番
幹
事
代
表
挨
拶

三
、
機
友
会
会
長
挨
拶

四
、
会
計
報
告

五
、
閉
会
の
こ
と
ば

第
二
部

一
、
開
会
の
こ
と
ば

二
、
開
宴
乾
杯

三
、
校
歌
・
応
援
歌
斉
唱
（
歌
わ
な
い
）

四
、
当
番
幹
事
引
継

五
、
万
歳
三
唱
（
声
に
出
さ
ず
に
）

六
、
閉
会
の
こ
と
ば

福
岡
工
業
高
等
学
校
機
友
会
総
会
式
次
第

機
友
会
役
員
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福
岡
工
業
高
等
学
校
機
友
会
会
則

平
成
二
十
六
年
七
月
十
九
日
改
定

総
　
　
則

　
第　

一　

条　

本
会
は
、
福
岡
工
業
高
等
学
校
機
友
会
と
称
す
る
。

第　

二　

条　

本
会
は
、
一
般
財
団
法
人
福
岡
工
業
工
友
会
の
補
助
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
さ
ら
に
会
員
と
機
械
工
学
科
職
員
の

Ｏ
Ｂ
、
並
び
に
現
職
職
員
と
の
親
睦
を
計
り
、
福
岡
工
業
高
等
学
校
の
発
展
と
、
機
械
工
学
科
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第　

三　

条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
行
事
を
行
う
。

附   

則　

１　

毎
年
一
回
総
会
を
開
催
す
る
。
た
だ
し
、
工
友
会
主
催
の
合
同
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
年
は
総
会
を
休
会
す
る
。

付   

属　

２　

本
会
目
的
達
成
の
た
め
の
必
要
行
事
。

第　

四　

条　

本
会
本
部
並
び
に
事
務
局
を
福
岡
市
早
良
区
荒
江
２
丁
目
『
福
岡
工
業
工
友
会
』
内
に
置
く
。

た
だ
し
、
事
務
局
は
役
員
会
の
承
諾
の
上
、
別
途
設
け
る
事
が
で
き
る
。

会
　
　
員

　
第　

五　

条　

一
般
会
員
は
、
機
械
科
と
電
子
機
械
科
及
び
機
械
工
学
科
・
工
業
進
学
コ
ー
ス
の
卒
業
生
と
す
る
。

特
別
会
員
は
、
機
友
会
執
行
役
員
会
の
推
薦
を
受
け
、
役
員
会
が
出
席
し
た
世
話
人
会
で
出
席
者
の
過
半
数
の
承
諾
を
受
け
た
者
。

役
　
　
員

　
第　

六　

条　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

一
、
役　
　
　
　

員　
　
　
　
　

執
行
役
員
を
役
員
と
称
し
、
そ
の
任
期
二
年
間
と
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

　
　
　
　
　

１　

相　

談　

役　

 

若
干
名　

会
長
の
推
薦
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

２　

会　
　
　

長　

 　

一
名　

執
行
役
員
の
推
薦
に
よ
る
。
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３　

副　

会　

長　

 

若
干
名　

会
長
が
会
員
の
中
よ
り
選
任
す
る
。

　
　
　
　
　

４　

役　
　
　

員　

 

若
干
名　

一
般
会
員
及
び
、
工
友
会
機
械
科
『
機
械
工
学
科
』
評
議
員
の
中
よ
り
会
長
が
選
任
す
る
。

　
　
　
　
　

５　

世　

話　

人　

 

若
干
名　

別
途
ク
ラ
ス
世
話
人
の
条
項
を
設
け
る
。

　
　
　
　
　

６　

事
務
局
長　
　

 

一
名　

機
械
工
学
科
職
員
よ
り
推
薦
を
受
け
て
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

　
　
　
　
　

７　

会　
　
　

計　
　

 

一
名　

会
員
の
中
よ
り
会
長
が
選
任
す
る
。

　
　
　
　
　

８　

会
計
監
査　
　

 

二
名　

会
員
の
中
よ
り
会
長
が
推
薦
し
て
、
執
行
役
員
会
で
過
半
数
の
承
諾
の
下
に
委
嘱
す
る
。

　
　
　
　
　

９　

当
番
幹
事　
　

 

二
名　

当
番
幹
事
の
ク
ラ
ス
よ
り
選
任
さ
れ
た
者
に
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

二
、
当
番
幹
事　

単
年
度
の
総
会
運
営
幹
事
と
し
て
、
卒
業
後
概
ね
三
十
年
を
経
た
ク
ラ
ス
を
当
番
幹
事
と
し
機
友
会
総
会
開
催
と
会
の
運
営
の
実
務
に

当
た
る
。

補
助
と
し
て
、
後
輩
を
当
番
幹
事
と
共
に
事
業
運
営
に
当
た
る
事
を
含
む
。

　
　
　
　
　

１　

幹　

事　

長　
　

 
一
名　

当
番
幹
事
の
ク
ラ
ス
よ
り
選
出
す
る
。

　
　
　
　
　

２　

副
幹
事
長　
　

 

一
名　

当
番
幹
事
の
ク
ラ
ス
よ
り
選
出
す
る
。

三
、
ク
ラ
ス
世
話
人　

 

世
話
人
は
ク
ラ
ス
の
連
絡
係
り
、
及
び
同
窓
生
の
現
況
把
握
に
務
め
、
機
友
会
総
会
出
席
者
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
誘
す
る
と
共
に
、
当
番
幹
事
の
事
業
運
営
に
協
力
す
る
事
を
主
と
す
る
。

世
話
人
選
出
は
ク
ラ
ス
に
一
任
と
す
る
。

会
　
　
議

　
第　

七　

条　

会
議
は
総
会
、
執
行
役
員
会
、
執
行
役
員
を
含
む
世
話
人
会
、
そ
の
他
と
す
る
。

附   

則　

１　

総
会
は
第
三
条
に
基
づ
き
、
合
同
同
窓
会
の
開
催
年
度
以
外
に
、
年
一
度
開
催
す
る
。

運
営
は
役
員
の
指
導
の
下
に
当
番
幹
事
が
之
に
当
た
る
。

附   

則　

２　

執
行
役
員
会
は
執
行
役
員
の
発
議
に
よ
り
会
長
が
招
集
し
、
会
の
運
営
に
関
す
る
事
を
協
議
し
決
定
す
る
。

附   

則　

３　

役
員
会
、
世
話
人
は
５
月
の
工
友
会
理
事
会
前
、
６
月
の
機
友
会
総
会
チ
ケ
ッ
ト
販
売
時
、
機
友
会
総
会
当
日
の
年
三
回
開
催
す
る
。

附   

則　

４　

世
話
人
は
年
三
回
の
会
議
に
出
席
す
る
。
但
し
、
諸
般
の
事
情
で
出
席
で
き
な
い
時
は
、
代
理
人
を
出
席
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
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会
　
　
計

　
第　

八　

条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附   

則　

１　

本
会
の
運
営
費
は
機
友
会
総
会
開
催
で
生
じ
る
余
剰
金
、
そ
の
他
の
寄
付
金
と
賛
助
金
に
よ
る
。

附   

則　

２　

会
計
監
査
は
三
月
末
の
役
員
会
の
時
に
監
査
を
受
け
、
役
員
会
の
承
諾
を
受
け
る
も
の
と
し
、
総
会
で
は
報
告
だ
け
と
す
る
。

附   
則　

３　

総
会
の
収
支
決
算
は
総
会
開
催
翌
年
３
月
に
当
番
幹
事
の
会
計
監
査
を
行
い
、
会
長
の
監
査
を
受
け
５
月
の
役
員
会
の
承
諾
を
受
け
る
。
総
会
で

は
報
告
だ
け
と
す
る
。

附   

則　

４　

会
の
事
業
運
営
の
為
に
会
議
に
出
席
す
る
役
員
の
交
通
費
は
原
則
と
し
て
、
支
給
し
な
い
。

附   

則　

５　

た
だ
し
、
遠
隔
地
か
ら
の
役
員
を
対
象
と
し
、
役
員
会
に
て
承
認
を
受
け
た
者
は
、
利
用
す
る
公
共
交
通
機
関
の
最
低
料
金
を
支
給
す
る
。

※
遠
隔
地
と
は
、
北
九
州
・
久
留
米
地
区
及
び
福
岡
県
外
地
等
で
役
員
会
に
て
、
承
認
を
受
け
た
地
域
と
す
る
。

附   

則　

６　

会
の
会
議
や
親
睦
等
の
飲
食
費
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
各
自
負
担
と
す
る
。

た
だ
し
、
役
員
会
の
承
認
を
受
け
た
飲
食
費
に
つ
い
て
は
支
給
す
る
。

※
飲
食
費
と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

附   

則　

７　

役
員
全
て
の
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
無
報
酬
と
す
る
。

第　

九　

条　

機
友
会
並
び
に
工
友
会
関
係
者
に
対
し
、
行
事
並
び
に
慶
弔
の
必
要
に
応
じ
参
加
す
る

第　

十　

条　

本
会
会
則
の
変
更
は
役
員
会
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
決
議
に
よ
る
。
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1 機械昭17 安河内　崇 3,000 68 機械昭41-1 桑原　和雄 10,000
2 二機械昭20 田原 九二十四 5,000 69 機械昭41-2 世良　裕 3,000
3 機械昭24-50 松隈　順二 3,000 70 機械昭42- 川田　繁夫 3,000
4 機械昭25 酒井　宏育 5,000 71 機械昭42- 木内　研一 5,000
5 機械昭26 馬渡　繁幸 5,000 72 機械昭42- 原田　盛一 5,000
6 機械昭26 水上　皎 3,000 73 機械昭42-1 大島　俊明 3,000
7 機械昭27 篠原　良一 1,000 74 機械昭42-1 木原　均 3,000
8 機械昭27 田中　克佳 3,000 75 機械昭42-1 岡本　為生 3,000
9 機械昭29 結城　嘉比古 3,000 76 機械昭42-2 鶴丸　義人 3,000
10 機械昭29 柴田　泰茂 10,000 77 機械昭42-2 入江　順吉 3,000
11 機械昭29 赤坂　不二男 10,000 78 機械昭43-1 後藤　隆文 3,000
12 機械昭30 井ノ畑　肇 10,000 79 機械昭43-1 田中　初男 5,000
13 機械昭30 野田　征三 2,000 80 機械昭43-2 岸原　隆一 10,000
14 機械昭30 嶺　義修 3,000 81 機械昭43-2 舩越　雄治 3,000
15 機械昭31 川上　弘道 5,000 82 機械昭43-2 丸川　正利 3,000
16 機械昭31 髙山　楠生 5,000 83 機械昭43-2 古賀　安英 3,000
17 機械昭31 山内　伸視郎 5,000 84 機械昭43-2 五十嵐　実 3,000
18 機械昭31 川上　重光 3,000 85 機械昭43-2 向井　幸行 3,000
19 機械昭32 中元　与四郎 3,000 86 機械昭43-2 今井　静雄 3,000
20 機械昭32 今林　和佳 10,000 87 機械昭43-2 小南　幹雄 3,000
21 機械昭32 比良　正和 3,000 88 機械昭43-2 田中　雅夫 3,000
22 機械昭33 中嶋　忠義 3,000 89 機械昭43-2 門司　信一 3,000
23 機械昭33 三角　寛太郎 3,000 90 機械昭44- 津留﨑　清宝 3,000
24 機械昭33 安川　満穂 3,000 91 機械昭44-2 世利　政美 3,000
25 機械昭34 一木　輝彦 3,000 92 機械昭44-2 因幡　好勝 5,000
26 機械昭34 荻原　茂剛 5,000 93 機械昭44-2 白水　義幸 5,000
27 機械昭34 柿原　強 2,000 94 機械昭45-1 中村　隆史 10,000
28 機械昭34 亀山　幸夫 5,000 95 機械昭46-1 金丸　俊政 10,000
29 機械昭35 占部　章夫 3,000 96 機械昭46-1 峯　富佐夫 3,000
30 機械昭35 伊藤　利之 3,000 97 機械昭46-2 野田　正彦 5,000
31 機械昭35 合屋　友次 3,000 98 機械昭46-2 三原　英樹 10,000
32 機械昭35 松尾　敏明 5,000 99 機械昭46-2 下村　輝夫 3,000
33 機械昭35 末崎　英明 5,000 100 機械昭46-2 近藤　貢一 5,000
34 機械昭36-1 阿部　雅秀 5,000 101 機械昭46-2 西村　龍二 3,000
35 機械昭36-1 城戸　康治 3,000 102 機械昭46-2 八尋　善嗣 5,000
36 機械昭36-1 中村　敏男 10,000 103 機械昭47-1 藤本　雄二 3,000
37 機械昭36-1 鶴田　勇夫 3,000 104 機械昭47-1 舟越　一隆 5,000
38 機械昭36-1 樋口　尚志 3,000 105 機械昭47-1 泉野　和彦 3,000
39 機械昭36-1 落石　和敏 5,000 106 機械昭47-2 井手　直秀 3,000
40 機械昭36-2 権藤　齊嗣 3,000 107 機械昭47-2 安恒　幸博 3,000
41 機械昭36-2 坂田　州功 8,000 108 機械昭47-2 森　陽一 5,000
42 機械昭36-2 北野　亀三郎 3,000 109 機械昭48-1 徳永　進 3,000
43 機械昭37-1 小田　機東 5,000 110 機械昭48-1 中島　幸雄 5,000
44 機械昭37-1 永野　輝夫 5,000 111 機械昭48-1 東野　幸滋 5,000
45 機械昭37-1 松尾　征男 2,000 112 機械昭48-2 河邊　英一 3,000
46 機械昭37-2 仲山　武良 10,000 113 機械昭48-2 川上　博幸 5,000
47 機械昭37-2 佐々木　靖人 5,000 114 機械昭49-1 瀬戸　政人 3,000
48 機械昭37-2 小金丸　明 5,000 115 機械昭49-1 田中　茂樹 3,000
49 機械昭37-2 田中　寛晴 3,000 116 機械昭49-2 田中　裕 3,000
50 機械昭38-1 角沖　修二 3,000 117 機械昭50-2 吉丸　信秀 3,000
51 機械昭38-1 井村　昭治 3,000 118 機械昭52-1 秋田　寿 3,000
52 機械昭38-1 古賀　浩一 10,000 119 機械昭53-1 門藤　正実 3,000
53 機械昭38-1 野美山　千鶴 5,000 120 機械昭62-1 和田　宜久 10,000
54 機械昭38-2 長澤　一雄 3,000 121 機械昭62-2 岡本　大輔 3,000
55 機械昭38-2 渡辺　晃通 5,000 122 機械昭63-2 小峰　崇裕 5,000
56 機械昭39-1 伴　新一 10,000 123 機械昭63-2 山本　幸徳 3,000
57 機械昭39-1 北山　貞雄 8,000 124 機械平01-1 梅田　公平 10,000
58 機械昭39-1 友田　俊男 3,000 125 機械平01-1 星山　晋 10,000
59 機械昭39-2 長田　勝 3,000 126 機械平01-2 島田　健一 3,000
60 機械昭39-2 高木　光治 3,000 127 電機平05 川島　潤二 2,000
61 機械昭39-2 鹿子嶋　卓 5,000 128 電機平07-1 手塚　秀作 20,000
62 機械昭39-2 宗　清 3,000 129 子機平18 福井　暢宏 5,000
63 機械昭40-1 栗須　芳孝 3,000 130 機械平20 柴田　翔平 3,000
64 機械昭40-1 長澤　義彦 5,000 131 機械平21 堀内　俊秀 3,000
65 機械昭40-2 見城　良春 3,000 132 機械平23 山下　智寛 10,000
66 機械昭40-2 岡田　潔 3,000 133 機械平23 園川　敏史 3,000
67 機械昭40-2 清原　憲一 3,000 134 機械平23 飯野　伸太郎 3,000

お礼

機友会　会長　和田宜久

　昨年は今まで体験したことの無い、コロナウイルス感染拡大により、いろんな行事が出来なくなった年でした。

　そんな中、『福工・機友会プロジェクト2020』と題し、機友会の皆様に寄付金のお願いをさせて頂きました。
おかげ様で、612,000円の寄付を頂き、大変ありがとうございました。
この誌面にてお礼申し上げます。
　今後とも機友会、工友会の発展の為、お力をお貸し下さいます様、重ねてお願い申し上げます。

機友会総会も中止となり、また他の会派も総会は中止となった一年でした。
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なんとか卒業しました。
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日
本
の
自
動
車
産
業
発
展
に
一
石
を
投
じ
た
男
、
矢
野
倖
一
。
糟

屋
郡
新
宮
町
の
株
式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
の
創
業
者
で
あ
る
。

　

1
8
9
2
年
（
明
治
25
年
）
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
の
酒
造
業

の
長
男
と
し
て
誕
生
。

　
1
9
0
9
年
（
明
治
42
年
）
福
岡
県
福
岡
工
業
学
校
機
械
科
（
現

在
の
福
岡
工
業
高
校
）
に
入
学
。
そ
の
後
、
矢
野
は
、
飛
行
機
に
魅

せ
ら
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
模
型
飛
行
機
の
製
作
に
夢
中

に
な
り
、
1
9
1
2
年
（
明
治
45
年
）、
19
歳
の
時
に
福
岡
日
日
新

聞
社
主
催
の
模
型
飛
行
機
大
会
で
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
模

型
飛
行
機
を
出
品
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
ゴ
ム
動
力
機
ば
か
り
の

大
会
の
中
に
、
唯
一
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
搭
載
機
は
、
矢
野
の
手

を
離
れ
た
途
端
に
、草
む
ら
に
ダ
ウ
ン
。大
空
を
舞
う
こ
と
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
審
査
員
た
ち
を
驚
か
せ
た
。
こ
の
時
、
ま
だ
工
業
学
校

3
年
生
で
あ
る
。

　

こ
の
大
会
で
の
受
賞
は
新
聞
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
矢
野

の
も
と
に
、
運
輸
業
で
財
を
成
し
た
、
実
業
家
の
村
上
義
太
郎
氏

が
学
校
に
訪
ね
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
彼
の
人
生
は
、
飛
行
機
か
ら

自
動
車
に
、
ど
ち
ら
も
同
じ
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
で
、
現
実
味
が
あ
る
自
動
車

の
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
そ
の
後
村
上
氏
が
彼
に
出
し
た
課
題
が
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
1
人
乗

り
4
輪
自
動
車
を
2
人
乗
り
の
4
輪
自
動
車
に
改
造
、
修
理
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
完
成
は
し
た
も
の
の
満
足
に
走
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

1
9
1
3
年
（
大
正
2
年
）
福
岡
工
業
学
校
を
卒
業
後
、
村
上

氏
の
出
資
に
よ
り
、
小
型
の
純
国
産
日
本
製
自
動
車
を
作
る
こ
と

と
な
る
。
タ
イ
ヤ
、
プ
ラ
グ
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
は
外
国
製
品
を
使
う

も
の
の
、
他
は
全
て
自
分
で
製
作
す
る
こ
と
と
し
、
全
て
手
作
り

の
作
業
が
開
始
さ
れ
る
。
2
年
半
で
試
運
転
を
行
う
も
、
エ
ン
ジ

ン
の
調
子
が
悪
か
っ
た
の
だ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
福

岡
に
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が
収
容
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
ベ
ン
ツ
社

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
い
た
。
会
い
に
行
っ
て
み
て
も
ら
う
と
、
キ
ャ

ブ
レ
タ
ー
が
悪
い
こ
と
が
判
明
し
、
英
国
製
の
も
の
を
入
手
。
そ

の
お
か
げ
で
快
調
に
走
り
始
め
た
。

　
丸
3
年
を
か
け
、
い
ろ
ん
な
問
題
を
何
度
も
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、

1
9
1
6
年
（
大
正
5
年
）
つ
い
に
『
ア
ロ
ー
号
』
は
完
成
す
る
。

　
既
に
国
産
自
動
車
は
作
ら
れ
て
い
た
為
、
初
の
国
産
自
動
車
で
は

な
か
っ
た
が
、
一
個
人
が
独
力
で
車
を
製
作
し
た
こ
と
は
大
き
な

快
挙
で
あ
り
、
現
存
す
る
最
古
の
国
産
自
動
車
と
し
て
2
0
0
9
年

（
平
成
21
年
）
機
械
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
。

　
2
0
1
6
年
（
平
成
28
年
）
に
ア
ロ
ー
号
完
成
1
0
0
周
年
を
祝

し
て
『
走
る
ア
ロ
ー
号
』
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
福
岡
市
博

物
館
に
て
走
行
会
が
行
わ
れ
、
今
で
も
健
在
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。

　
矢
野
倖
一
の
こ
と
は
、
A
m
a
z
o
n
で
発
売
中
の
『
福
岡
工
業
学

校
列
伝
』
Ⅱ
を
、
是
非
と
も
一
度
読
ん
で
頂
き
た
い
。
こ
こ
で
語
り
つ

く
せ
な
い
数
々
の
偉
業
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
矢
野
が
代
表
を
務
め
た

矢
野
特
殊
自
動
車
が
、
矢
野
倖
一
の
モ
ノ
造
り
に
対
す
る
魂
を
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
書
物
で
あ
る
。

　
現
在
ア
ロ
ー
号
は
福
岡
市
博
物
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
矢

野
倖
一
の
生
ま
れ
故
郷
、
遠
賀
郡
芦
屋
町
町
制
施
行
1
3
0
周
年
記
念

特
別
展
と
し
て
『
矢
野
倖
一
展　
～
探
求
心
と
技
術
者
の
魂
～
』
を
開

催
す
る
。
今
回
の
特
別
展
で
、
ア
ロ
ー
号
と
、
矢
野
が
自
分
の
手
足
の

よ
う
に
使
っ
て
い
た
、
卓
上
旋
盤
も
特
別
展
示
す
る
。

　

芦
屋
町
に
生
を
受
け
、
偉
大
な
足
跡
を
遺
し
、
将
来
に
語
り
継

ぐ
べ
き
人
物
と
し
て
、
矢
野
倖
一
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
今
日

の
自
動
車
社
会
を
語
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
業
績
と
思
想
を
追

い
、
成
し
得
た
こ
と
を
称
え
る
と
と
も
に
、
生
誕
地
芦
屋
と
の
関

わ
り
に
重
点
を
お
い
た
展
示
が
行
わ
れ
る
。

　

矢
野
倖
一
の
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
あ
な
た
、
是

非
、
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
。

（
取
材
協
力
　
株
式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
）

芦
屋
町
町
制
施
行
1
3
0
周
年
記
念
特
別
展
示
　
矢
野
倖
一
展

～
探
求
心
と
技
術
者
の
魂
～

令
和
３
年
10
月
27
日（
水
）～
令
和
４
年
１
月
30
日（
日
）

（
ア
ロ
ー
号
展
示
は
10
月
27
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で
）

芦
屋
歴
史
の
里

〒
8
0
7
－
0
1
4
1

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町

大
字
山
鹿
1
2
0
0

☎
0
9
3
－
2
2
2
－
2
5
5
5

福岡工業学校列伝
福岡工業高等学校の先輩及び先生の事が
書かれている非常に貴重な資料満載。
Amazonにて1,980円から2,200円にて好
評発売中！

写真提供　株式会社矢野特殊自動車

現
存
す
る
最
古
の
国
産
乗
用
車
『
ア
ロ
ー
号
』



福岡県糟屋郡新宮町上府北4丁目2番1号

人
類
の
発
展
に
貢
献
す
る

人
類
の
発
展
に
貢
献
す
る

Qual i ty  is  our  miss ion
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〒819-0036 福岡市西区吉武 760 番 1
TEL 092-811-2811　FAX 092-811-2819
MAIL info@moriengei.com
URL   https://moriengei.co.jp/

私達は『木』に『気』を遣い、
環境を創造する技士の集まりを目指します。

取締役会長　森　陽一（昭和 47 年卒）
植木医・一級造園技能士・環境再生医（上級）

造園・環境緑化・設計・施工・管理

株式会社　森園芸場

〒812-0066 福岡市東区二又瀬 17-12
TEL 092-621-6655　FAX 092-621-4387

SHOP 092-622-4911　https://4×4lefty.net

株式会社　上野自動車
代表取締役　上　野　章　弘
　　　　　（昭和 53年機械科卒）

どうぞお気軽にお越し下さい。スタッフ一同、
お客様のご来店を心よりお待ちしております。

代表取締役　津 田 敏 道
専務取締役　緒 方 豊 次

（昭和 54 年  土木科卒）

開発課課長　武 末 和 大
（昭和 61 年  土木科卒）

〒814-0005　福岡市早良区祖原14番９号
TEL（092）851-6633
FAX（092）822-5892

株式会社　津　田
業務内容：測量・開発設計業務

有限会社

ジェイエムプレシジョン

代表取締役　松田　淳
〒816-0921 福岡県大野城市仲畑２丁目 12-33
TEL 092-582-7036　FAX 092-582-5184

E-mail matsuda-jmp@lib.bbiq.jp

株式会社 つばき電設
代表取締役　 近  藤　憲  一

本  社　那珂川市中原 4－49－2
大阪営業所・東京営業所
TEL：092（555）5985
FAX：092（452）2243

創造から今、そして未来
蓄電池・太陽光発電 ２5００件の実績
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代表取締役社長　大 島 　 実

〒812-0017
福岡市博多区美野島３丁目 10-4

TEL 092-471-1461
FAX 092-471-8942

E-mail：ohsaka-koujibu@ymt.bbiq.jp

営業種目：保 温 業

大阪保温工業株式会社

〒851-2211 
長崎県長崎市京泊２丁目８番 61号
TEL 095-850-5057　FAX 095-850-5058
E-mail  e_info@kidenplant.jp

代表取締役　　髙 野 昭 信

機電プラント工事株式会社
営業種目：電気工事業・機械器具設置工事業
　　　　　配管工事

株式会社　三栄電工
代表取締役　島　　義勝

（昭和 53 年  機械科卒）

福岡市西区野方 2-5-25
TEL 092-812-1195
FAX 092-812-1249

mail sanei-ew@triton.ocn.ne.jp

電気設備工事、設計、施工

〒812-0051　福岡県福岡市東区箱崎ふ頭 5-9-26
TEL 092-651-0134（ダイヤルイン）　FAX 092-651-0135
URL www.hitachi-ies.co.jp

株式会社  日立産機システム 九州支社

星山　　晋（平成元年　機械科卒）

安重　信宏（平成 3年　電気科卒）

〒816-0921 福岡県大野城市仲畑2-10-37
TEL（092）573-1881　
FAX(092)573-0700
URL http://www.syouei.in/
E-mai : h_torii@syouei.in

【営業品目】
・工作機械　・動力伝導機器　・減速機–変速機　
・環境機器　・各種ポンプ　・省力機械設計製作　
・日立商品全般　・油圧–空圧全般　・荷役運搬機器
・コンベアー　・ＯＡ機器　・製缶–機械加工

代表取締役社長　鳥居 裕士（昭和59年 機械科卒）

共存共栄の精神

昇栄機工株式会社
大庭 隼人（平成13年 工業化学科卒）
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彩備電気株式会社
代表取締役　西村　龍二（昭和 46 年 機械科卒）

工務係長　　梅野　将也（平成 23 年 電気工学科卒）

監理技術者　前田　　誠（昭和 42 年 電気科卒）

電気計装設備設計施工
産業用太陽光発電施設設計施工

〒814-0121　福岡市城南区神松寺３丁目２２番５号
TEL ０９２-８０１-００６３　FAX ０９２-８０１-００９１
E-Mail : ryuji.n@gaea.ocn.ne.jp

二代目社長　故 髙 武 繁 吉（昭和 6 年 機 械 科 卒）

代表取締役　髙 武 秀 机（昭和 43 年 金属工業科卒）

代表取締役　楢 﨑 健 太（平成 10 年 電子機械科卒）

〒812-0888　福岡市博多区板付１丁目 12－14
TEL ０９２-441-3121　FAX ０９２-451-5384　E-Mail : kotakes.s@iwa.bbiq.jp

電気機器部品及機械器具製造販売創業明治42年

株式会社 髙 武 製 作 所

〒810-0045　福岡市中央区草香江 2 丁目 11 番 1 号
　　　　　　　　　　　　　（城南区大濠バス停前）
TEL 092-715-0636 　FAX 092-715-0643
URL  http://www.jutaku-center.com
E-mail  info@jutaku-center.com
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㈱マイホームナビえんや
福岡市東区千早 5-12-9
TEL 092-410-8491　FAX 092-410-8492

お気軽に
ご連絡を！！

住宅建築中のお施主さんの
万が一に備えた保険あります。

・フラット35住宅ローンのご相談
・火災保険各種保険の見直し

お任せ下さい！！

『すまい給付金』『グリーン住宅ポイント』
受付申請窓口です！

お引渡し
までの

福岡市中央区舞鶴2丁目2番11号 富士ビル赤坂9階

受付時間 / 平日（月～金）9：00 ～ 17：30

司法書士法人トウキ

どんな小さなことでもご不明点はお答えします。

まずは、お気軽に
　　　　　ご連絡ください！

代表司法書士

添 田 恵 一

福工機友会総会プログラムも作成させていただいております
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県知事許可（般-3）74314　福岡市早良区賀茂 1-11-15　E-mail : u-ark-m@j-com.home.ne.jp
TEL 092-801-3108　FAX 092-865-0518

室内光で４つの効果

正規施工代理店

抗ウイルス
コロナウイルス
インフルエンザ　不活性化！

公的機関に於ける検証により効果を確認しました。
財）日本食品分析センターに於いて 2.000ルクスの可視光下
６時間で、インフルエンザウイルスの感染力が約1/20以下
になりました。（※試験機関：財団法人日本食品分析センター）

抗菌・抗カビ
黄色ブドウ球菌を用いた JIS 試験の
可視光下で優れた効果！

可視光下でも抗菌・防カビ効果を確認しました。

防 臭
アンモニア・生ごみ臭・腐乱臭
いずれにも防臭効果があり！

半永久持続
１度塗布すれば光が当たるたびに
半永久的に持続します！

Dr.OHNO のコーティング施工
ご自宅や施設の施工に伺います！！
●お部屋の天井など、スプレーしにくいところも可能
●空気清浄機を使用したような室内に変身。
●ご自宅や事務所、店舗、施設など幅広く施工いたします。
●きれいに室内に施工することによって防臭・消臭効果・抗菌・抗ウイルス・カビ胞子・花粉の

分解やホルムアルデヒド等アレルギー原因の物質分解に高い効果が期待できます。

施工代金について 施工代金の例（室内の天井・壁の施工）
床面積 50㎡～ 100㎡　　 1㎡あたり3,500円（施工床面積により料金が変わります）➡

施工時間について 床面積 100 ㎡　　 約４時間～（施工前の養生時間によります）➡

これまで紫外線でしか発揮しなかった光触媒
室内の弱い光でも光触媒の高性能を発揮！！
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テクノシステム株式会社

代表取締役　　梅　田　公　平
（平成元年  機械科卒）

木　下　一　樹（平成５年  電　気　科卒）

園　田　輝　幸（平成13年  電　気　科卒）

西　山　卓　郎（平成20年  機械工学科卒）

紫　田　陽　成（平成26年  環境化学科卒）

上　田　祐　也（平成27年  電子工学科卒）

長崎（営）・宮崎（営）・鹿児島（営）

制御盤・計器の製造販売・電気・通信設備工事・計装設備工事

福岡市博多区井相田 3 丁目 7-12
TEL 092-582-9200　FAX 092-582-9206
E-Mail info@technosystem.biz   
URL https://www.technosystem.biz
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〒816-0846  福岡県春日市下白水南 4-85 B-1

何でもご相談下さい！
取扱い保険会社多数ございます！

入 院 保 険・死 亡 保 障
学 資 保 険・貯 蓄 保 険
退職金積立・相続対策

【直 通】080-3724-9459
【FAX】092-710-0295

〒816-0943  福岡県大野城市白木原 1-2-10
手塚ＦＰ事務所
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機友会総会ご参加の皆様、広告協賛、

並びにご協力頂いた皆様、

大変ありがとうございました。

みなさんにお手伝い頂けたこと、

感謝申し上げます。

コロナウイルスとの付き合いは

今後も必須かと思いますが、

ウイズコロナの安心安全な総会創りを目指します。

今後ともよろしくお願い致します。

昭和 62年卒   和田 宜久 不動産のことなら  ㈱グランフィールド

みんなありがとう!

私もPC作業、

    手伝いま
した！！



代表取締役　上　原　英　吉
（昭和 58 年 機械科卒）

〈本　社〉
〒812-0892 福岡市博多区東那珂 2丁目 15-5　
TEL 092-411-7149　FAX 092-411-7147 

〈鳥栖事業所〉
〒841-0203 佐賀県三養基郡基山町園部弥生が丘 5000番　
TEL 0942-48-7149　FAX 0942-92-7139

〈半道橋事業所〉
〒812-0897 福岡市博多区半道橋２丁目 7-22　
TEL 092-260-1950　FAX 092-260-1951

E-mail eicyan.58@uehara-factory.jp　URL https://www.uehara-factory.jp


